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(A) Research background  

沈み込んだスラブからマントルウェッジへ供給される

流体・含水メルトは、島弧マグマの酸素フュガシティ

(f O2)を上昇させる。それにより、マントルウェッジの

金属(遷移元素)を増加させて沈み込みに関連した鉱床

を形成するという説がしばしば議論されてきた。しか

し、世界各地の島弧火山岩の Cu 含有量はモデル計算

などで予測されている値と大きく異なり、スラブ由来

の金属の供給については依然として議論の余地がある。

本研究ではスラブ流体の影響を強く受け、且つ、枯渇

マントルかんらん岩の部分融解によって生じた伊豆-

小笠原弧-マリアナ(IBM)前弧のボニナイトとそれに関

連した島弧火成岩についてCu/Scと銅同位体比（δ65Cu）

を測定し、スラブ流体によるマントルウエッジへの遷

移元素の供給について議論した。 

(B) Methods 

試料は東京大学大気海洋研究所 KH84-1、KH03-3、

KT04-28 航海にて母島海山周辺海域から採取されたも

のを用いた。全岩及びかんらん石の主要・微量元素の

分析には EPMA と LA-ICP-MS を使用し、全岩の銅同

位体比の分析は MC-ICP-MSによる。 

(C) Results and Discussion 

IBM 前弧のボニナイト及び関連するアダカイトの f O2

は ΔFMQ= +1.66 ~ +1.84 であり、先行研究の

MORB(ΔFMQ= +0.87)と比較しても有意に高い値を示

す。また、スラブ流体の関与によって値が大きくなる

Ba/Nb もボニナイトで高く、スラブ流体の影響を強く

受けていることを示唆する。しかし、モデル計算が予

想する流体の影響に伴う Cu/Sc や δ65Cu の値の増加は

確認されなかった。むしろマントルや MORB の値

(δ65Cu= －0.2 to +0.3、Cu/Sc＝ ~2)と同程度の値であり、

これらの結果はスラブ流体が Cu をはじめとした親銅

元素をマントルウェッジに供給する事がほとんどない

ことを示唆する。また、世界各地の未分化の島弧玄武

岩のCu対Ybや島弧地殻直下のかんらん岩のCu/Sc対

Ba/Nb の関係も今回のボニナイトと同様の傾向を示す。

従って、スラブ脱水によるマントルウェッジへ銅など

の遷移元素が供給されない事はより普遍的であろう。 

(D) Conclusions  

IBM 前弧のボニナイトやそれに伴う島弧火山岩の

Cu/Sc や δ65Cu の結果はマントルや MORB の値とほと

んど変わらない。また、世界各地の島弧火山岩も同様

の傾向があるため、スラブ流体によって Cu がマント

ルウェッジに供給される事はなさそうである。
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